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宝塚版・東宝版ミュージカル『ロミオとジュリエット』
に見る小池修一郎の戦略
―原作回帰・調和・翻訳とジュリエット像

本多まりえ

要旨：フランスのロック・ミュージカル『ロミオとジュリエット―憎しみから愛へ（Roméo 
et Juliette: De la Haine à l'Amour ）』）は、2001年に、フランスの作曲家Gérard Presgurvicに
よって制作、演出され、パリで初演されるや否やヒット作となり、これまで世界各国で
上演された。本作品は日本でも人気を博してきた。宝塚歌劇団と東宝によって何度も上
演され、小池修一郎が潤色と演出を担当したが、こうした成功は小池の戦略に帰せられ
る。本稿では、小池の三つの戦略―シェイクスピア原作への回帰、歌・台詞・ダンス
の調和、翻訳とジュリエット像―を考察し、日本の観客に受けるため、小池はいかに
フランス版をアダプトしたかを論じる。小池は 、フランス語の歌詞を訳す際にしばし
ばシェイクスピア原作の台詞に従ったり、歌とダンスと台詞を調和させたり、現代的で
斬新な翻訳を用いて強いジュリエット像を築いたのである。

Abstract: The French rock musical Romeo and Juliet: From Hatred to Love (Roméo et 
Juliette: De la Haine à l’Amour), produced and directed by the French composer Gérard 
Presgurvic, became a hit as soon as it was first performed at Paris in 2001, and it has been 
staged across France. This musical also gained popularity in Japan. It has been frequently 
performed by the Takarazuka Revue and Tōhō and both directed and translated by the 
Japanese playwright and impresario Shūichirō Koike. Its success can be attributed to 
Koike’s three-part strategy: the return to Shakespeare’s original; the harmonisation of 
songs, lines, and dance; and the translation and the figure of Juliet. This paper explores 
this strategy and discusses how Koike adapted the French version to a Japanese audience: 
he often referred to Shakespeare’s original lines when translating the lyrics of the French 
version; he harmonised songs, lines, and dance; and he presented Juliet as a strong 
character through his modern and innovative translation.
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は
じ
め
に

　

フ
ラ
ン
ス
の
ロ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト



―
憎
し
み
か
ら
愛
へ
（Rom

éo et Juliette: D
e la H

aine  l’Am
our 

）』）
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家G

érard Presgurvic

に
よ
っ
て
制
作
、
作
詞
、
作
曲

さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
パ
リ
で
初
演
さ
れ
る
や
否
や
、
二
百
万
人
以
上
の

観
客
を
動
員
す
る
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
こ
れ
ま
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

ア
ジ
ア
の
多
く
の
国
々
に
お
い
て
、
様
々
な
言
語
で
上
演
さ
れ
、
人
気
を

博
し
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
二
〇
一
〇
年
に
再
演
さ
れ
た

が
、
初
演
に
比
べ
る
と
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

他
方
、
本
作
品
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
故
国
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
評

判
が
悪
か
っ
た
（Paravano 12–16

）。
二
〇
〇
二
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
で
英

語
上
演
さ
れ
た
が
、
批
評
家
か
ら
は
非
難
の
声
が
相
次
い
だ
。
例
え
ば
、

Alan Bird

は
、「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
テ
ク
ス
ト
を
無
視
し
、
単
に
プ
ロ

ッ
ト
と
登
場
人
物
を
借
り
た
だ
け
（
中
略
）
私
の
主
な
不
満
は
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
な
情
熱
に
欠
け
る
点
だ
」
と
批
判
す
る
。
同
様
に
、Lyn G

ardner

は
、「
味
気
な
く
、
つ
ま
ら
な
い
（
中
略
）
プ
ロ
ッ
ト
は
大
部
分
、
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
が
思
い
描
い
た
通
り
だ
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
情
熱
や
詩
は
全

て
注
意
深
く
削
除
さ
れ
た
」
と
酷
評
し
た
。
確
か
に
、Presgurvic

の
テ

ク
ス
ト
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
に
あ
ま
り
沿
っ
て
お
ら
ず
、
詩
的
で

も
な
い
。
ま
た
、
本
作
品
は
学
術
界
で
も
軽
視
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

二
〇
一
二
年
に
刊
行
さ
れ
たRené W

eis

編
の
編
集
版Rom

eo and Juliet

の

序
文
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
上
演
や
翻
案
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、Baz 

Luhm
ann

監
督
の
映
画
（
一
九
九
六
）
は
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
同

時
期
に
作
ら
れ
たPresgurvic

の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
つ
い
て
の
言
及
は
な

い
（88–90

）。
そ
の
他
の
研
究
書
に
お
い
て
も
、
本
作
品
が
中
心
的
に
論

じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
あ
っ
て
も
二
、
三
行
程
度
で
あ
る
。

　

本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
日
本
で
は
人
気
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
再

演
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
二
〇
一
一
年
の

来
日
公
演
に
先
駆
け
、
二
〇
一
〇
年 

に
、
宝
塚
歌
劇
団
（
以
下
宝
塚
と

略
す
）
の
星
組
に
よ
り
初
演
さ
れ
、、
翌
二
〇
一
一
年
に
は
、
東
宝
に
よ

る
「
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
」
が
初
演
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
宝
塚
で
は
現

在
ま
で
に
四
回
再
演
さ
れ
（
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一
三
年
、

二
〇
二
一
年
）、
東
宝
で
は
現
在
ま
で
に
五
回
再
演
さ
れ
（
二
〇
一
三
年
、

二
〇
一
七
年
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
二
一
年
、
二
〇
二
四
年
）、
大
ヒ
ッ

ト
し
た
。
宝
塚
と
東
宝
で
は
、
配
役
や
舞
台
設
定
に
違
い
が
あ
り
、
演
出

も
所
々
で
若
干
異
な
る
が（
例
え
ば
宝
塚
で
は
「
天
国
」
の
場
が
あ
る
一
方
、

東
宝
で
は
近
未
来
の
設
定
の
た
め
ス
マ
ホ
に
関
す
る
冗
談
が
あ
る
）、
歌

詞
や
台
詞
は
基
本
的
に
同
じ
で
あ
る
。「
日
本
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
」
と
い
う

名
称
が
つ
け
ら
れ
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
宝
塚
と
異
な
り
、
男

女
混
合
の
キ
ャ
ス
ト
の
た
め
そ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
以
下
、
便
宜
上
、Presgurvic

の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

を
「
仏
版
」、
宝
塚
公
演
を
「
宝
塚
版
」、
東
宝
公
演
を
「
東
宝
版
」
と
呼
ぶ
。

　

こ
う
し
た
人
気
の
要
因
は
、
潤
色
と
演
出
を
担
当
し
た
小
池
修
一
郎

の
戦
略
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。一
つ
ま
り
、
日
本
風
ア
レ
ン
ジ
で
あ
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る
。
小
池
は
日
本
の
観
客
を
意
識
し
て
仏
版
に
か
な
り
手
を
加
え
た
の

だ
。
小
池
は
、『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
』
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
作
を
生
ん
だ
宝

塚
の
座
付
き
作
家
で
、
こ
れ
ま
で
菊
田
一
夫
演
劇
賞
や
紫
綬
褒
章
を
受
賞

し
て
き
た
。
人
気
と
実
力
を
兼
ね
備
え
て
い
た
た
め
、
ど
う
変
更
す
れ
ば

日
本
の
観
客
に
受
け
る
か
な
ど
、
彼
ら
の
嗜
好
を
熟
知
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。
小
池
自
身
は
、
自
身
が
取
っ
た
戦
略
に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
が
、

作
品
の
人
気
を
考
慮
す
る
と
、
企
画
や
制
作
の
段
階
で
、
ど
う
し
た
ら
観

客
の
心
を
掴
め
る
か
を
戦
略
的
に
熟
慮
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
小
池
が

取
っ
た
と
さ
れ
る
戦
略
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
原
作
へ
の
回
帰
、
歌
・
台
詞
・
ダ
ン
ス
の
調
和
、
翻
訳
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
像
で
あ
る
。
小
池
は
、
二
〇
一
〇
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
歌
詞
の
翻
訳

に
当
た
り
、
英
語
版
や
ド
イ
ツ
語
版
も
参
照
し
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
先
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
の
劇
評
も
読
ん
で
い
た
は
ず
で
、
自
身
が
作

品
を
作
る
際
に
、
意
識
的
に
原
作
の
台
詞
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
歌
か
ら
ダ
ン
ス
へ
の
切
り
替
え
、
ダ
ン
ス
か
ら
台
詞
へ
の
切
り
替
え

が
自
然
な
こ
と
も
、
観
客
を
魅
了
す
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
台
詞
の
言
葉
遣
い
が
現
代
風
で
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
強
い
女
性
と
し

て
描
か
れ
る
点
も
、
現
代
的
感
覚
を
持
つ
観
客
に
は
好
ま
れ
る
に
違
い
な

い
。

　

先
行
研
究
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
宝
塚
版
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
』
を
論
じ
た
も
の
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
東
宝
版
に
関
し
て
は
な
い
。

宝
塚
版
に
関
し
て
は
、
吉
田
季
実
子
、
鈴
木
国
男
、M

aria G
rajdian

、

石
坂
安
希
、
竹
村
は
る
み
の
論
考
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
、Presgurvic

が

考
案
し
た
「
死
」
と
い
う
人
物
（
ダ
ン
サ
ー
）
と
、
宝
塚
版
に
の
み
登
場

す
る
「
愛
」（
ダ
ン
サ
ー
）
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
（
吉
田 

七
六
―
七
七
、
七
九
、
鈴
木 

四
九
―
五
一
、
五
三
―
五
五
、G

rajdian 
165−66

、
石
坂 

九
〇
―
九
八
、
竹
村 

七
八
―
八
二
）。
石
坂
は
「
エ
メ

（Aim
er

）」
の
小
池
の
訳
詞
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
詞
を
比
較
す
る
が
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
台
詞
に
依
拠
す
る
楽
曲
「
バ
ル
コ
ニ
ー
」
と
「
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
の
死
」
の
訳
詞
は
看
過
し
て
い
る
（
九
五
―
九
八
）。
ま
た
、

G
rajdian

と
竹
村
は
、
ロ
ミ
オ
の
男
性
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
が
、
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
（G

rajdian 161−66

、
竹
村 

七
七

―
八
二
）。
他
方
、
吉
田
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
強
い
女
性
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
台
詞
の
翻
訳
や
言
葉

遣
い
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
一
一
年
の
初
演
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
つ

い
て
し
か
論
じ
て
い
な
い
（
七
八
―
七
九
）。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の

後
お
よ
そ
一
〇
年
の
間
に
、
宝
塚
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
益
々
強
い
女
性
と

し
て
表
象
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
の
目
的
は
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
が
人
気
を
博
し
た
要
因
、
つ
ま
り
、

小
池
が
日
本
の
観
客
に
受
け
る
た
め
に
取
っ
た
と
さ
れ
る
戦
略
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
仏
版
と
の
比
較
を
通
し
て
、
宝
塚
版
と
東

宝
版
は
、
原
作
に
か
な
り
依
拠
し
つ
つ
、
独
自
の
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
た
と

論
じ
る
。
次
に
、
宝
塚
版
と
東
宝
版
に
見
ら
れ
る
歌
と
台
詞
と
ダ
ン
ス
の

調
和
は
、
過
去
の
宝
塚
上
演
か
ら
の
影
響
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
最
後
に
、

小
池
の
翻
訳
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
の
特
異
性
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
際
、

「
仏
版
」
は
二
〇
〇
一
年
の
初
演
を
、「
宝
塚
版
」
は
最
新
の
二
〇
二
一
年
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の
公
演
（
星
組
、
礼
真
琴
・
舞
空
瞳
主
演
）
を
、「
東
宝
版
」
は
二
〇
二
四

年
の
公
演
（
岡
宮
来
夢
・
奥
田
い
ろ
は
主
演
）
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

一 

原
作
回
帰

　

仏
版
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
基
本
的
に
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
と
同
じ

だ
が
、
テ
ィ
ボ
ル
ト
が
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
へ
の
恋
に
苦
悩
し
た
り
、
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
の
父
が
借
金
に
苦
し
む
な
ど
、
異
な
る
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
仏

版
の
特
色
と
し
て
、
喧
嘩
の
場
に
重
点
が
置
か
れ
暴
力
的
描
写
が
多
い
こ

と
、
原
作
の
よ
う
な
詩
的
表
現
が
な
く
、
政
治
、
闘
争
、
経
済
、
法
に
関

す
る
表
現
が
多
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
は
、
日
本
な
ど
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
は
性
質
が
か
な
り
異
な

る
よ
う
で
あ
る
。
小
池
は
二
〇
一
〇
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
歌
・
ダ
ン

ス
・
演
技
の
三
位
一
体
を
目
指
す
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
で

は
「
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ル
」
と
呼
ば
れ
、「
歌
手
と
ダ
ン
サ
ー
が
役
割
を
分
担

し
、
演
技
の
部
分
を
軽
く
し
た
印
象
」
で
「『
演
劇
』
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と

は
別
」
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
対
し
、
宝
塚
で
は
「
歌
・
ダ
ン
ス
・
演
技

の
統
合
三
位
一
体
」
を
目
指
す
と
言
う
。
事
実
、
仏
版
で
は
、
バ
ク
転
な

ど
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
を
す
る
ダ
ン
サ
ー
た
ち
が
、
劇
空
間
か
ら

浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
場
面
が
散
見
さ
れ
、
全
体
的
に
調
和
が
取
れ

て
い
な
い
。

　

仏
版
と
宝
塚
版
・
東
宝
版
は
、
こ
の
よ
う
に
形
式
の
点
で
異
な
る
が
、

両
者
の
最
大
の
違
い
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
と
の
関
係
に
あ
る
。

小
池
は
本
作
品
を
潤
色
す
る
に
当
た
り
、
原
作
に
か
な
り
依
拠
し
た
と
言

う
。
二
〇
一
〇
年
の
宝
塚
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
原
作
の
芝
居
に
馴
染

ん
だ
お
客
様
は
勿
論
、
ご
存
じ
な
い
方
に
と
っ
て
も
ス
ト
ー
リ
ー
が
伝
わ

る
よ
う
、
宝
塚
版
で
は
、
歌
詞
内
容
と
台
詞
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原

作
の
台
詞
を
か
な
り
入
れ
込
む
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
る
。
別
の
所
で
は
、

「
宝
塚
版
に
書
き
換
え
る
際
に
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
原
作
に
あ
る
セ
リ

フ
を
か
な
り
取
り
込
ん
で
潤
色
し
ま
し
た
。
原
戯
曲
に
近
い
セ
リ
フ
を
歌

詞
の
中
に
も
盛
り
込
む
こ
と
で
、
ド
ラ
マ
の
流
れ
が
も
っ
と
わ
か
り
や
す

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
」
と
言
う
（「
ロ
ミ
オ
役
」
九
三
）。
ま
た
、
小

池
は
『PU

C
K

』（
一
九
九
二
）
と
い
う
『
夏
の
夜
の
夢
』
を
基
に
し
た
翻

案
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
も
あ
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
に
広
く
精
通
し

て
い
た
よ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
池
は
原
作
に
従
う
と
言
う
が
、
ど
の
歌
詞
や
台
詞
を

原
作
に
依
拠
し
た
か
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
か
ら
は
原
作
に

従
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
二
つ
の
場
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
と
霊
廟
の
場
に
焦

点
を
当
て
て
、
仏
版
と
の
比
較
を
交
え
つ
つ
、
日
本
の
観
客
に
受
け
る
た

め
、
小
池
が
い
か
に
原
作
に
依
拠
し
た
か
、
さ
ら
に
は
、
い
か
に
仏
版
や

原
作
か
ら
離
れ
て
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
か
を
論
じ
る
。

バ
ル
コ
ニ
ー
の
場

　
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
の
原
作
に
お
い
て
、
最
も
有
名
な
場
で
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あ
る
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
は
、
第
二
幕
第
二
場
で
生
じ
る
。
仏
版
の
前
半
で

は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
と
ロ
ミ
オ
が
楽
曲
「
バ
ル
コ
ニ
ー
（Le Balcon

）」
を

歌
う
。
後
半
で
は
、
二
人
の
台
詞
に
よ
る
や
り
取
り
が
続
く
。
そ
れ
ぞ
れ

相
手
が
自
分
に
と
っ
て
運
命
の
人
だ
と
言
い
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
ロ
ミ
オ

に
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る
よ
う
告
げ
る
と
、
ロ
ミ
オ
は
結
婚
を
申
し
出
る
。

ロ
ミ
オ
か
ら
求
婚
す
る
点
で
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
か
ら
結
婚
話
を
持
ち
出
す

原
作
と
非
常
に
異
な
る
。
ま
た
、
乳
母
が
出
て
来
な
い
点
も
原
作
と
大
き

く
異
な
る
。

　

宝
塚
版
と
東
宝
版
で
は
、
原
作
に
は
あ
る
が
仏
版
に
は
な
い
ロ
ミ
オ

の
独
白
、「
待
て
、
あ
の
光
は
…
…
あ
そ
こ
に
い
る
の
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
！
」
で
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
が
始
ま
る
。
こ
の
後
の
流
れ
は
仏
版
と
同

じ
だ
が
、
楽
曲
「
バ
ル
コ
ニ
ー
」
の
歌
詞
の
内
容
は
仏
版
と
異
な
り
、
ほ

ぼ
全
て
原
作
に
負
う
。
例
え
ば
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
歌
詞
の
中
に
は
、

「
月
に
誓
お
う
」
と
い
う
原
作
に
あ
る
台
詞
が
出
て
く
る
。
他
方
、
仏
版

の
ロ
ミ
オ
は
月
に
は
一
切
言
及
せ
ず
、
い
き
な
り
結
婚
を
申
し
出
る
。
ま

た
、
宝
塚
版
と
東
宝
版
で
は
、
歌
の
後
に
続
く
台
詞
の
部
分
が
仏
版
よ
り

か
な
り
長
く
、
途
中
ま
で
は
仏
版
の
台
詞
に
従
う
が
、
仏
版
に
な
い
部
分

は
原
作
の
台
詞
に
基
づ
く
。
し
か
し
、
別
れ
際
に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
ロ
ミ

オ
に
一
輪
の
薔
薇
の
花
を
手
渡
し
、
翌
日
、
結
婚
の
返
事
と
共
に
こ
の
花

を
乳
母
に
手
渡
す
よ
う
伝
え
る
場
面
は
、
小
池
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
こ
の

薔
薇
と
い
う
小
道
具
に
よ
り
、
二
人
の
甘
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ム
ー
ド

が
一
層
高
ま
る
。

　

で
は
、
こ
こ
か
ら
は
仏
版
と
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
「
バ
ル
コ
ニ
ー
」
の

歌
詞
を
詳
細
に
比
較
し
て
い
く
が
、
ま
ず
仏
版
の
歌
詞
を
検
証
す
る
。
親

同
士
は
争
っ
て
い
る
が
、
自
分
た
ち
は
愛
を
成
就
さ
せ
た
い
と
い
う
の
が

大
意
だ
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
「
ど
の
星
、
ど
の
神
様
の
思
し
召
し
な
の
？

／
あ
の
人
の
目
に
映
る
恋
心
は
／
天
上
に
い
る
誰
が　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

が
／
ロ
ミ
オ
を
愛
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
？(

中
略)

た
と
え
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
／
禁
断
の
愛
の
代
償
を
（À quelle étoile,  quel 

D
ieu, / Je dois cet am

our dans ses yeux / Q
ui a voulu de là -haut / Q

ue 
Juliette aim

e Rom
éo . . . M

êm
e si je dois payer le prix / D

’un am
our 

interdit

）」
と
歌
い
、
二
人
の
恋
が
運
命
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

原
作
で
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
の
冒
頭
で
、
ロ
ミ
オ
が
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

の
目
を
星
に
例
え
る
が
、
こ
の
歌
詞
の
「
星
」
は
原
作
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
の

台
詞 “star-crossed lovers” （Prologue 6

） 

に
由
来
す
る
よ
う
だ
。二 

最
初

は
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
だ
が
、
こ
の
後
「
（
禁
断
の
愛
の
）
代
償

を
払
う
（payer le prix 

）」
と
い
う
歌
詞
が
現
れ
、
二
人
の
親
同
士
が
敵

対
関
係
に
あ
る
と
い
う
現
実
が
示
唆
さ
れ
る
。
ロ
ミ
オ
も
同
様
に
、「
ど

の
星
、
ど
の
神
様
」
で
始
ま
る
フ
レ
ー
ズ
を
繰
り
返
す
が
、
そ
の
後
は

「
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
戦
う
よ
／
で
も
な
ぜ
代
償
を
払
う
必
要

が
あ
る
の
だ
ろ
う
／
僕
た
ち
が
愛
し
合
う
権
利
の
た
め
に
（S’il faut se 

battre, je m
e battrais / M

ais pourquoi faut-il payer / Le droit de nous 
aim

er

）」
と
続
け
、
二
人
の
愛
を
貫
く
た
め
に
、「
戦
い
」
や
「
代
償
」
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
す
。「
戦
い
」
や
「
代
償
」
は
、
こ

こ
で
は
具
体
的
に
何
を
指
す
か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
後
の
場
面
で
生

じ
る
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
の
死
と
テ
ィ
ボ
ル
ト
の
殺
害
お
よ
び
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
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か
ら
の
追
放
が
、
ロ
ミ
オ
に
と
っ
て
「
代
償
」
と
な
る
。
仏
版
で
は
、
原

作
と
異
な
り
、
二
人
が
結
婚
し
た
こ
と
が
噂
と
し
て
流
れ
て
し
ま
い
、
両

家
の
対
立
は
よ
り
一
層
激
し
さ
を
増
す
。
マ
ー
キ
ュ
ー
シ
オ
を
刺
し
た
テ

ィ
ボ
ル
ト
を
殺
害
し
て
し
ま
っ
た
ロ
ミ
オ
が
責
任
を
追
及
さ
れ
る
際
、
両

家
の
大
勢
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
「
代
償 

（Q
uel est le prix? 

（Vengeance

））」
と
い
う
楽
曲
が
歌
わ
れ
、
そ
の
後
、
ロ
ミ
オ
は
追
放
と

い
う
「
代
償
」
を
払
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
結
婚
式
の
場

﹇
原
作
に
は
な
い
場
﹈
で
流
れ
る
楽
曲
「
エ
メ
」
の
歌
詞
に
も
、「
愛
す
る

こ
と
、
そ
れ
は
代
償
を
払
う
こ
と
（Aim

er, c’est payer le prix

）」）
と
い

う
よ
う
に
「
代
償
」
が
登
場
す
る
が
、
小
池
は
こ
の
部
分
を
「
エ
メ
、﹇
こ

の
命
が
﹈ 

果
て
よ
う
と
」
と
い
う
よ
う
に
全
く
異
な
る
歌
詞
に
し
た
。

　

多
く
の
日
本
の
観
客
は
、
恋
愛
を
、「
代
償
」、「
戦
う
」、「
権
利
」
と

い
っ
た
政
治
、
経
済
、
法
に
関
す
る
語
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
違
和
感
を

感
じ
る
に
違
い
な
い
。
と
い
う
の
も
、
日
本
の
現
実
社
会
で
は
、
和
が
重

視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
争
い
は
嫌
わ
れ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
世
界
の

恋
愛
に
対
し
て
は
、
損
得
勘
定
よ
り
も
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
要
素
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
本
作
品
を
見
に
劇
場
に
来
る
観
客

は
、
宝
塚
版
で
あ
れ
、
東
宝
版
で
あ
れ
、
女
性
が
多
い
よ
う
だ
が
、
こ
う

し
た
観
客
は
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
甘
美
で
切
な
い
恋
愛
を
求
め

て
や
っ
て
来
る
は
ず
だ
。

　

小
池
自
身
も
観
客
の
こ
の
よ
う
な
情
緒
的
嗜
好
に
気
づ
い
て
い
た
と
推

察
さ
れ
る
。
小
池
は
、
母
校
の
慶
應
義
塾
大
学
の
講
演
会
で
、
学
生
時
代

に
宝
塚
を
初
め
て
見
た
時
の
こ
と
を
回
顧
し
、
宝
塚
の
日
本
的
情
緒
に
言

及
し
て
い
る
。
小
池
曰
く
、
宝
塚
の
世
界
は
、
当
時
彼
が
傾
倒
し
て
い

た
唐
十
郎
な
ど
の
「
ア
ン
グ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
の
世
界
と
似
て
お
り
、

両
者
に
は
、「
日
本
人
の
情
念
」
や
「
感
受
性
に
訴
え
る
音
楽
、
そ
し
て
ダ

ン
ス
の
入
れ
方
を
し
て
い
る
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
両
者
共
に
、
高
い
技
術
の
歌
や
ダ
ン
ス
よ
り
も
、

「
い
か
に
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
観
客
の
心
を
掴
む
か
、
観
客
の
涙
腺
で
あ

る
と
か
、
感
受
性
に
触
れ
る
か
と
い
う
こ
と
の
ほ
う
に
重
き
を
置
い
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
（「
講
演
録
」
四
一
）。
実
際
、
宝
塚
版
・
東
宝
版

に
も
涙
を
誘
う
よ
う
な
演
出
が
多
々
見
ら
れ
る
。
合
理
性
の
重
視
や
政
治

や
闘
争
へ
の
関
心
と
い
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
観
客
の
嗜
好
は
、
日
本
の
観
客

の
嗜
好
と
全
く
異
な
る
た
め
、
小
池
は
大
幅
に
改
変
し
た
の
だ
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
「
バ
ル
コ
ニ
ー
」
の
歌
詞
を

見
て
い
こ
う
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
ま
ず
、「
夜
空
の
星
た
ち
が　

み
ん
な

微
笑
ん
で
い
る
／
二
人
の
出
会
い
を　

祝
う
か
の
よ
う
に
」
と
歌
う
が
、

こ
こ
は
仏
版
の
歌
詞
に
や
や
従
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
は
原
作

に
依
拠
し
、「
あ
あ　

そ
の
名
は
ロ
ミ
オ
／
ど
う
し
て
ロ
ミ
オ
な
の
／
お

父
様
と
縁
を
切
り　

そ
の
名
を
捨
て
て
／
そ
れ
が
無
理
な
ら
せ
め
て　

私

を
愛
し
て
／
私
も
キ
ャ
ピ
ュ
レ
ッ
ト
の　

名
前
を
捨
て
る
か
ら
」
と
続
け

る
。三

　

過
去
の
宝
塚
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
上
演
で
、
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て

き
た
小
田
島
雄
志
の
訳
で
は
、
こ
の
箇
所
は
、「
お
お
、
ロ
ミ
オ
、
ロ
ミ

オ
！
ど
う
し
て
あ
な
た
は
ロ
ミ
オ
？
／
お
父
様
と
縁
を
切
り
、
ロ
ミ
オ
と

い
う
名
を
お
す
て
に
な
っ
て
。
／
そ
れ
が
だ
め
な
ら
、
私
を
愛
す
る
と
宣
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言
し
て
、
／
そ
う
す
れ
ば
私
も
キ
ャ
ピ
ュ
レ
ッ
ト
の
名
を
す
て
ま
す
」
と

な
っ
て
い
る
。

　

す
る
と
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
ロ
ミ
オ
は
、「
恋
人
と
呼
ん
で　

僕
の
新

し
い
名
前
だ
／
僕
は
も
う
ロ
ミ
オ
じ
ゃ
な
い
／
君
を
愛
し
て
る
」
と
応
え

る
。
こ
の
箇
所
は
原
作
（
小
田
島
訳
）
で
は
、「
恋
人
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
、

そ
れ
が
ぼ
く
の
新
た
な
洗
礼
、
／
こ
れ
か
ら
は
も
う
け
っ
し
て
ロ
ミ
オ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
な
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
宝
塚
版
・
東

宝
版
の
一
つ
目
の
サ
ビ
、「
薔
薇
と
い
う
名
の
花
は
／
名
前
を
変
え
て
も　

香
り
は
変
わ
り
は
な
い
／
名
前
に
意
味
は
な
い
」
は
、
原
作
の
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
の
有
名
な
台
詞
、「
名
前
っ
て
な
に
？　

バ
ラ
と
呼
ん
で
い
る
花
を

／
別
の
名
前
に
し
て
み
て
も
美
し
い
香
り
は
そ
の
ま
ま
」（
小
田
島
訳
）
に

由
来
し
、
台
詞
の
時
系
列
的
に
は
前
の
方
へ
戻
る
こ
と
に
な
る
。
二
つ
目

の
サ
ビ
、「
こ
の
恋
の
蕾
は　

美
し
く
咲
く
だ
ろ
う
／
僕
た
ち
の
愛
の
恵

み
を
受
け
て
」
は
、
原
作
で
は
「
こ
の
恋
の
つ
ぼ
み
は
、
夏
の
は
ぐ
く
む

息
吹
を
受
け
て
、
／
今
度
お
会
い
す
る
と
き
は
美
し
い
花
と
な
っ
て
い
ま

し
ょ
う
」（
小
田
島
訳
）
と
い
う
詩
的
な
台
詞
に
当
た
る
。

　

こ
の
よ
う
に
小
池
の
訳
詞
で
は
、
原
作
の
長
台
詞
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ

れ
た
り
、
台
詞
の
位
置
も
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
原
作
の
詩
的
表

現
や
エ
ッ
セ
ン
ス
は
残
っ
て
い
る
た
め
、
原
作
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
観

客
は
、
原
作
の
台
詞
に
由
来
す
る
と
気
づ
く
は
ず
だ
。

霊
廟
の
場

　

ロ
ミ
オ
の
死
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
を
含
む
霊
廟
の
場
は
、
原
作
で
は

第
五
幕
第
三
場
で
生
じ
る
。
仏
版
の
ロ
ミ
オ
は
、
ベ
ン
ヴ
ォ
ー
リ
オ
﹇
原

作
で
は
バ
ル
サ
ザ
ー
﹈
か
ら
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
を
伝
え
ら
れ
る
と
、
す

ぐ
に
霊
廟
へ
向
か
う
。
原
作
の
ロ
ミ
オ
は
、
そ
の
途
中
、
薬
屋
か
ら
毒
薬

を
買
う
が
、
仏
版
に
薬
屋
は
登
場
せ
ず
、
ロ
ミ
オ
は
毒
薬
を
買
わ
な
い
。

ま
た
、
原
作
の
ロ
ミ
オ
は
、
霊
廟
で
パ
リ
ス
と
出
会
い
、
彼
を
殺
害
す
る

が
、
仏
版
の
こ
の
場
面
に
は
パ
リ
ス
は
登
場
し
な
い
。

　

こ
の
後
、
仏
版
（
初
演
）
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
目
を
覚
ま
し
、
楽
曲

「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
（La M

ort de Juliette

）」
を
歌
い
、「
死
」
に
短
剣

を
手
渡
さ
れ
て
自
害
す
る
。
原
作
で
は
、
ロ
レ
ン
ス
神
父
が
登
場
し
、
目

覚
め
た
ば
か
り
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
ロ
ミ
オ
の
死
を
告
げ
る
と
、
人
の
気

配
を
感
じ
そ
の
場
を
立
ち
去
り
、
残
さ
れ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
短
剣
で

自
害
す
る
。
仏
版
の
初
演
で
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
ロ
ミ
オ
の
死
に
対

す
る
驚
き
や
嘆
き
が
、
台
詞
に
も
歌
詞
に
も
表
れ
な
い
た
め
、
不
自
然

に
見
え
た
せ
い
か
、
再
演
で
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
歌
の
前
に
、「
ロ
ミ

オ
、
ロ
ミ
オ
、
ロ
レ
ン
ス
神
父
様
が
教
え
て
く
れ
た
で
し
ょ
！　

ロ
ミ
オ
、

ロ
ミ
オ
、
私
は
生
き
て
る
の
！　

ロ
ミ
オ
？　

ロ
ミ
オ
？　

ロ
ミ
オ
！

（Rom
éo, Rom

éo, Frère Laurent t’as prévenu! Rom
éo, Rom

éo, je suis 
vivante! Rom

éo? Rom
éo? Rom

éo!

）」
と
言
う
。
そ
し
て
、
歌
い
終
わ
る

と
、
ロ
ミ
オ
の
腰
に
あ
っ
た
短
剣
を
取
っ
て
胸
を
刺
し
て
死
ぬ
。
初
演
と

は
異
な
る
演
出
だ
が
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
再
演
に
従
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い
、
短
剣
で
自
害
す
る
。

　

仏
版
の
「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
」
の
歌
詞
は
、
ロ
ミ
オ
が
い
な
け
れ
ば

生
き
て
い
て
も
無
意
味
と
い
う
趣
旨
だ
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、「
残
っ
て

年
を
取
っ
て
い
く
こ
と
に
何
の
意
味
が
あ
る
の
？
／
あ
な
た
が
も
う
い
な

い
世
界
で
／
〔
生
き
る
こ
と
を
〕
選
ぶ
権
利
な
ん
て
あ
る
の
？
／
愛
す
る

人
が
自
分
の
た
め
に
自
殺
し
て
し
ま
う
時
に
（
中
略
）
私
は
愛
の
た
め
に

死
ぬ
の( Pourquoi rester à vieillir / D

ans ce m
onde où tu n’es plus? / 

Est-ce qu’on a le droit de choisir / Q
uand celui qu’on aim

e pour vous 
se tue . . . je m

eurs d’am
our)

」
と
歌
い
始
め
る
。
仏
版
の
楽
曲
「
ロ
ミ
オ

の
死
（La M

ort de Rom
éo

）」
で
、
ロ
ミ
オ
は
、「
お
前
た
ち
は
彼
女
に

何
を
し
た
？　

何
の
戦
い
を
？
／
お
前
た
ち
は
俺
た
ち
を
引
き
裂
く
こ
と

で
得
を
し
た
の
か
？
（Q

ue lui avez-vous fait, quelle bataille? / Avez-
vous gagné à nous séparer?

）」
と
歌
う
が
、
先
に
見
た
楽
曲
「
バ
ル
コ
ニ

ー
」
の
「
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
戦
う
よ
」
と
呼
応
す
る
。
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
の
「
何
の
意
味
が
あ
る
の
？
」
や
「
選
ぶ
権
利
」
と
い
う
語
に

も
、
同
様
の
損
得
勘
定
や
闘
志
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
愛
す
る
人
の
死
に

直
面
し
て
も
合
理
的
か
つ
理
性
的
な
思
考
を
す
る
点
に
、
日
仏
の
文
化
的

相
違
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。
日
本
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
特
に
心
中
物
で

は
、
愛
す
る
者
の
後
を
追
う
場
合
、
選
ぶ
こ
と
を
考
え
る
間
も
な
く
感
情

に
従
い
自
害
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
小
池
は
日
本
の
観
客
が
心
中
物

を
好
む
の
は
、「
死
を
求
め
る
」
と
い
う
情
念
が
あ
る
か
ら
と
分
析
す
る
が
、

そ
の
根
底
に
は
「
往
生
す
る
」、
即
ち
、
死
ん
で
あ
の
世
で
結
ば
れ
る
と

い
う
仏
教
的
概
念
が
あ
る
（「
講
演
録
」
四
七
）。
こ
の
よ
う
な
死
生
観
に

基
づ
き
、
宝
塚
版
で
は
「
天
国
（
極
楽
浄
土
で
は
な
く
）」
の
場
が
最
後
に

加
え
ら
れ
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
幸
せ
そ
う
に
踊
る
が
、
自
殺
し

た
者
同
士
が
天
国
で
楽
し
く
踊
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
義
で
は
あ

り
得
な
い
。

　

宝
塚
版
・
東
宝
版
で
も
、
仏
版
（
初
演
・
再
演
）
と
同
様
、
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
に
ロ
ミ
オ
の
死
を
告
げ
る
ロ
レ
ン
ス
神
父
は
登
場
し
な
い
が
、
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
の
歌
詞
の
中
に
ロ
ミ
オ
の
死
に
気
づ
く
台
詞
が
加
え
ら
れ
、
自

然
で
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
仮
死
状
態
か
ら
覚
醒
し
た
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
は
、「
神
父
様
の
仰
る
通
り
、
爽
や
か
な
目
覚
め
だ
わ
。
あ
っ
、
ロ

ミ
オ
、
来
て
く
れ
た
の
ね
」
と
い
う
仏
版
と
原
作
に
な
い
台
詞
を
述
べ
た

後
、「
神
父
様
の　

お
言
葉
通
り
／
私
を
迎
え
に　

来
て
く
れ
た
の
ね
／

長
い
旅
の
疲
れ
で　

眠
っ
て
し
ま
っ
た
の
」
と
歌
い
、
初
め
は
ロ
ミ
オ

の
死
に
気
づ
か
な
い
。
そ
し
て
、「
ロ
ミ
オ　

ロ
ミ
オ　

一
緒
に
暮
ら
せ

れ
ば
／
そ
こ
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
／
神
様
さ
え
も　

創
る
こ
と
の
出
来
な
い
」

と
歌
っ
た
直
後
に
、
仏
版
に
も
原
作
に
も
な
い
台
詞
が
入
る
。
宝
塚
版

で
は
、「
起
き
て
！　

ど
う
し
た
の
？　

心
臓
が
止
ま
っ
て
る
！　

ロ
ミ

オ
！　

薬
だ
わ
！　

私
が
本
当
に
死
ん
だ
と
思
っ
た
の
？　

神
父
様
の
手

紙
は
？　

読
ん
で
い
な
い
の
？
﹇
毒
薬
を
飲
も
う
と
し
﹈
一
滴
も
残
っ
て

い
な
い
。
そ
う
だ
、
唇
に
ま
だ
毒
が
…
… 

﹇
ロ
ミ
オ
に
キ
ス
を
し
﹈
残
っ

て
な
い
」
と
続
く
。
東
宝
版
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
薬
だ
わ
！
」
の
前
に

「
こ
れ
は
何
？
」
と
い
う
台
詞
が
入
り
、「
手
紙
」
で
は
な
く
「
メ
ー
ル
」
に

変
更
さ
れ
て
い
る
。
仏
版
と
比
べ
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
驚
き
や
ロ
ミ
オ
の

様
子
が
明
確
に
描
か
れ
、
観
客
に
、
何
が
生
じ
た
か
が
分
か
り
や
す
く
伝
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わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
原
作
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
独
白
の
中
で
、「
こ
れ
は
な
に
？　

杯
が
、
愛
す
る
人
の
手
の
な
か
に
。
／
毒
な
の
ね
、
あ
の
人
の
時
な
ら
ぬ

最
期
を
招
い
た
の
は
。
／
お
お
、
ひ
ど
い
、
す
っ
か
り
飲
み
ほ
し
て
、
あ

と
を
追
う
／
私
に
一
滴
も
残
さ
な
い
な
ん
て
。
そ
の
唇
に
口
づ
け
を
。
／

そ
こ
に
ま
だ
毒
が
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
で
／
死
ね
れ
ば
、

あ
の
世
で
ほ
ん
と
う
の
命
を
」（
小
田
島
訳
）
と
述
ベ
る
。
東
宝
版
の
「
こ

れ
は
何
？
」
や
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
「
一
滴
も
残
っ
て
い
な
い
。
そ
う

だ
、
唇
に
ま
だ
毒
が
…
…
残
っ
て
な
い
」
は
、
明
ら
か
に
原
作
の
台
詞
に

基
づ
く
。
さ
ら
に
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
で
は
、
少
し
言
葉
が
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
て
お
り
、
原
作
よ
り
も
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
宝
塚
版
・
東
宝
版
で
は
、
上
記
の
台
詞
の
後
に
歌
が
再
開

さ
れ
、「
ロ
ミ
オ　

ロ
ミ
オ　

あ
な
た
の
唇
／
ま
だ
温
か
い
」
と
続
く
が
、

原
作
で
は
「
あ
な
た
の
唇
、
ま
だ
あ
た
た
か
い
わ
」（
小
田
島
訳
）
と
な
っ

て
お
り
、
こ
こ
も
原
作
の
通
り
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
は
、
仏
版
以
上
に
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
原
作
に
従
っ
て
い
る
。
原
作
の
台
詞
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
る
歌
詞
に
書

き
換
え
る
こ
と
は
、
至
難
の
業
で
、
台
詞
の
選
択
に
も
セ
ン
ス
を
問
わ
れ

る
だ
ろ
う
が
、
小
池
の
作
詞
の
技
量
と
セ
ン
ス
は
卓
越
し
た
も
の
と
言
え

る
。
日
本
の
観
客
の
嗜
好
を
熟
知
し
て
い
る
小
池
は
、
原
作
に
沿
う
だ
け

で
は
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
を
ア
レ
ン
ジ
し
、「
情
念
」
に
訴
え
る
情
緒
的

で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
作
り
上
げ
る
と
共
に
、
原
作
を
読
ん
で

い
な
い
人
に
も
分
か
り
や
す
い
流
れ
に
書
き
換
え
る
こ
と
で
、
こ
の
作
品

を
成
功
へ
と
導
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
歌
・
ダ
ン
ス
・
台
詞
の
調
和
―
柴
田
侑
宏
演
出
『
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』（
一
九
九
〇
）か
ら
の
影
響

　

先
に
、
仏
版
で
は
歌
と
ダ
ン
ス
と
芝
居
が
調
和
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

指
摘
し
た
が
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
で
は
う
ま
く
調
和
さ
れ
て
い
る
。
調
和

の
要
因
に
は
、
各
演
者
の
力
量
の
協
調
性
の
高
さ
が
考
え
ら
れ
る
が
、
よ

り
重
要
な
要
素
と
し
て
、
小
池
の
演
出
が
挙
げ
ら
れ
る
。
宝
塚
版
の
仮
面

舞
踏
会
の
場
で
は
、
歌
の
中
に
デ
ュ
エ
ッ
ト
ダ
ン
ス
が
入
り
、
宝
塚
版
・

東
宝
版
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
で
は
、
歌
か
ら
台
詞
へ
と
転
換
し
、
宝
塚

版
・
東
宝
版
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
の
場
で
は
、
歌
の
前
お
よ
び
歌
と
歌

の
間
に
台
詞
が
入
る
。
歌
か
ら
ダ
ン
ス
へ
、
ダ
ン
ス
か
ら
歌
へ
と
い
う
よ

う
な
流
麗
な
転
換
は
、
柴
田
侑
宏
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
察
さ
れ

る
。

　
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
は
、
こ
れ
ま
で
宝
塚
で
、
一
九
三
三
年
、

一
九
五
〇
年
、
一
九
七
九
年
、
一
九
九
一
年
、
一
九
九
九
年
に
演
じ
ら
れ

た
。
小
池
は
お
そ
ら
く
坪
内
士
行
（
一
九
三
三
年
）
と
堀
正
旗
（
一
九
五

〇
年
）
の
脚
本
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
堀
の
宝
塚
大
劇
場
用

と
名
古
屋
大
劇
場
用
の
脚
本
に
は
、「
天
国
」
の
場
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
を
参
照
し
た
可
能
性
は
高
い
。
け
れ
ど
も
、
小
池
が
最
も
影
響
を
受
け

た
で
あ
ろ
う
公
演
は
、
小
池
が
演
出
助
手
と
し
て
関
与
し
た
一
九
九
〇
年

の
舞
台
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
一
九
七
九
年
に
、
宝
塚
の
巨
匠
の
一
人
、



宝塚版・東宝版ミュージカル『ロミオとジュリエット』における小池修一郎の戦略

53

柴
田
侑
宏
に
よ
り
星
組
と
月
組
の
た
め
に
初
演
さ
れ
た
。
柴
田
は
、
昭
和

か
ら
平
成
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
宝
塚
の
座
付
き
作
者
で
、『
う
た
か

た
の
恋
』、『
あ
か
ね
さ
す
紫
の
花
』
な
ど
数
々
の
名
作
を
生
ん
だ
。
訳
は
、

宝
塚
フ
ァ
ン
の
小
田
島
雄
志
の
訳
が
使
用
さ
れ
、
柴
田
の
話
で
は
、
小
田

島
は
改
変
に
快
諾
し
た
そ
う
だ
。
一
九
九
〇
年
の
舞
台
は
、
一
九
七
九
年

の
再
演
で
あ
り
、
月
組
の
天
海
祐
希
と
麻
乃
佳
世
が
主
演
を
務
め
た
。

　

小
池
は
主
に
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
の
演
出
に
お
い
て
、
柴
田
か
ら
影
響
を

受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
、
歌
・
ダ
ン
ス
・
台
詞
の
間
の
自
然
な
切

り
替
え
に
感
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
柴
田
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

は
、
最
初
は
小
田
島
の
訳
に
沿
っ
て
台
詞
を
述
べ
る
が
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
が
、「
愛
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
、
心
の
底
か
ら
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
」

と
言
っ
た
直
後
、
ロ
ミ
オ
は
、「
お
お　

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
誓
い
ま
す　

あ

の
清
ら
か
な
月
に
か
け
て　

あ
な
た
へ
の
限
り
な
い
愛
を
」
と
歌
い
出
す
。

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
も
、「
お
お　

ロ
ミ
オ
い
け
ま
せ
ん　

月
は
不
実
な
浮
気

者　

二
人
の
愛
を
月
に
か
け
な
い
で
」
と
歌
い
な
が
ら
答
え
る
。
ロ
ミ
オ

が
、「
で
は
な
に
に
誓
え
ば
い
い
」
と
歌
い
な
が
ら
尋
ね
る
と
、
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
は
、「
あ
な
た
ご
自
身
に　

あ
な
た
こ
そ
は　

私
の
神
様
」
と
歌

い
な
が
ら
答
え
、
二
人
は
互
い
の
名
を
呼
び
合
い
、
歌
い
終
わ
る
と
抱
擁

し
合
う
。

　

原
作
の
該
当
箇
所
は
、
小
田
島
訳
で
は
、
ロ
ミ
オ
が
、「
ぼ
く
は
誓
い

ま
す
、
あ
の
果
樹
の
梢
こ
ず
え
を
／
銀
一
色
に
染
め
る
清
浄
な
月
に
か
け

て
―
―
」
と
述
べ
る
と
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
、「
い
け
ま
せ
ん
、
月
に
か

け
て
は
、
不
実
な
月
は
／
一
月
ご
と
に
満
ち
た
り
欠
け
た
り
す
る
も
の
、

／
あ
な
た
の
愛
も
そ
の
よ
う
に
変
わ
り
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
す
」
と
な

っ
て
い
る
。
す
る
と
ロ
ミ
オ
は
、「
で
は
な
ん
に
か
け
て
誓
え
ば
？
」
と

尋
ね
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、「
誓
い
な
ど
な
さ
ら
な
い
で
。
／
ど
う
し
て

も
と
お
っ
し
ゃ
る
な
ら
あ
な
た
ご
自
身
に
か
け
て
。
／
私
の
崇
拝
す
る
神

で
あ
る
あ
な
た
に
か
け
て
の
誓
い
な
ら
／
お
こ
と
ば
を
信
じ
ま
す
わ
」
と

返
答
す
る
。

　

柴
田
は
台
詞
を
歌
に
変
え
、
台
詞
か
ら
歌
へ
の
切
り
替
え
を
流
れ
る
よ

う
に
演
出
し
た
が
、
坪
内
や
堀
の
脚
本
に
は
原
作
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
変

更
は
な
い
た
め
、
こ
れ
は
画
期
的
な
演
出
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
歌

の
後
、
柴
田
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
（「
今
宵
始
ま
る　

二
人
の
愛
の
日
よ
（
中

略
）
こ
の
恋
だ
け
守
り
続
け
よ
う
」）
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
が
続
き
、
そ
の
後
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
ダ
ン
ス
が
流
れ
る
よ
う
に
続
く
。
そ
し
て
、
二
人
が
ダ
ン
ス

を
終
え
、
キ
ス
を
す
る
と
、
音
楽
が
止
み
、
台
詞
に
よ
る
や
り
取
り
が
再

開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
柴
田
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
は
、
歌
・
ダ
ン
ス
・

台
詞
の
間
の
転
換
が
流
れ
る
よ
う
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
調
和
し
合
う

こ
と
で
、
華
や
か
で
流
麗
な
場
面
に
な
っ
て
い
る
。

　

小
池
の
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
は
、
仏
版
に
従
っ
て
、

歌
の
後
に
台
詞
を
入
れ
て
い
る
が
、
仏
版
よ
り
も
自
然
な
流
れ
に
な
っ
て

い
る
。
仏
版
の
ロ
ミ
オ
は
、
楽
曲
の
一
番
の
後
半
部
を
バ
ル
コ
ニ
ー
の
下

で
歌
う
（
前
半
部
は
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
パ
ー
ト
）。
二
番
に
入
り
、
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
が
前
半
部
を
歌
っ
て
い
る
間
に
、
ロ
ミ
オ
は
急
い
で
梯
子
を
登

る
が
、
上
ま
で
登
り
切
る
時
間
が
な
い
た
め
、
梯
子
の
途
中
で
歌
い
出
す
。

そ
の
後
ロ
ミ
オ
は
梯
子
を
登
り
切
る
が
、
柵
を
越
え
る
時
間
が
な
い
た
め
、
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二
番
の
最
後
の
二
人
に
よ
る
合
唱
は
柵
越
し
で
行
わ
れ
、
二
人
の
間
に
物

理
的
距
離
が
生
じ
、
一
体
感
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
曲
が
終
わ
り
、
観
客
が

し
ば
し
拍
手
す
る
中
、
ロ
ミ
オ
は
柵
を
乗
り
越
え
、
よ
う
や
く
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
の
側
に
寄
る
と
、
二
人
の
会
話
が
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
な
ぎ
こ
ち
な

い
演
出
の
仏
版
に
対
し
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
ロ
ミ
オ
は
、
早
い
段
階
で

梯
子
を
登
り
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
横
に
並
ぶ
。
ロ
ミ
オ
は
、
曲
の
一
番
で
、

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
自
身
の
パ
ー
ト
を
歌
い
終
わ
っ
た
瞬
間
に
彼
女
の
元
に

到
着
し
、「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
と
呼
び
か
け
る
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
驚
い
て
、

「
ロ
ミ
オ
？
」
と
言
う
と
、
ロ
ミ
オ
は
、「
恋
人
と
呼
ん
で
」
と
歌
い
出
す
。

こ
の
よ
う
に
曲
の
一
番
で
既
に
二
人
は
接
近
し
、
曲
の
一
番
と
二
番
の
最

後
に
来
る
サ
ビ
の
部
分
で
は
寄
り
添
っ
て
合
唱
す
る
た
め
、
仏
版
よ
り
一

体
感
が
感
じ
ら
れ
、
歌
か
ら
台
詞
へ
と
い
う
流
れ
も
、
間
が
空
く
こ
と
な

く
ス
ム
ー
ス
に
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
で
の
歌
か
ら
台

詞
へ
の
流
れ
は
、
仏
版
に
従
っ
て
い
る
も
の
の
、
細
か
な
点
で
か
な
り
異

な
る
。
ま
た
、
宝
塚
版
の
仮
面
舞
踏
会
の
場
に
お
け
る
歌
の
間
の
デ
ュ
エ

ッ
ト
ダ
ン
ス
の
挿
入
や
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
の
場

に
お
け
る
歌
の
間
の
台
詞
の
挿
入
は
、
仏
版
に
は
な
く
、
小
池
が
発
案
し

た
演
出
で
あ
る
。
柴
田
の
影
響
を
受
け
た
小
池
は
、
歌
・
ダ
ン
ス
・
台
詞

を
自
然
な
流
れ
で
三
位
一
体
化
さ
せ
、「
エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
観
客
の
心

を
掴
む
」
こ
と
に
成
功
し
た
の
だ
。

三
　
翻
訳
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像

　

小
池
は
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
や
霊
廟
の
場
に
お
い
て
、
卓
越
し
た
翻
訳

を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
学
術
界
に
お
い
て
、
彼
の

翻
訳
は
全
く
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
原
作
の
台
詞
が
歌
に
変
更
さ
れ
た
り
、

台
詞
の
削
除
も
か
な
り
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
逐
語
訳
を
重
視
す
る
人
か

ら
見
る
と
評
価
に
値
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
楽
曲
の
訳
詞
は
、
公
演

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
般
向
け
に
は
活
字
と
し
て

出
版
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
翻
訳
し
た
台
詞
を
歌
に
す
る
に
は
、
韻
律
を
考
え
な
が
ら
短
い
字
数

で
翻
訳
し
、
さ
ら
に
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
る
よ
う
に
工
夫
し
な
い
と
な
ら

ず
、
こ
れ
ら
は
ま
さ
に
至
難
の
業
で
あ
ろ
う
が
、
小
池
は
卓
越
し
た
技
量

と
セ
ン
ス
に
よ
り
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
中
で
も
「
バ
ル
コ
ニ
ー
」
の

訳
詞
は
秀
逸
だ
。

　

近
年
、
日
本
の
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
エ
ッ
ト
』
の
上
演
で
は
、
松
岡
和
子

の
訳
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。M

oe Sakai

は
明
治
時
代
か
ら
平
成
時

代
に
こ
の
芝
居
の
上
演
で
用
い
ら
れ
た
翻
訳
を
表
に
ま
と
め
て
い
る
が
、

過
去
二
〇
年
間
で
は
松
岡
訳
が
最
も
多
く
、
小
田
島
訳
が
そ
の
次
に
多

い
（32–33

）。
松
岡
は
、
女
性
言
葉
を
極
力
避
け
る
な
ど
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
配
慮
し
た
訳
に
努
め
て
き
た
た
め
、
現
代
の
世
で
受
け
る
の
で
あ
ろ

う
。
松
岡
に
よ
る
と
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
、
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
が
用
い
る
二
人
称
単
数
代
名
詞
、“thou”

で
あ
る
。“thou”

は
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現
代
英
語
に
は
な
い
が
、
日
本
語
の
「
お
前
」
に
当
た
り
、
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
時
代
に
は
、
家
族
や
友
人
、
恋
人
な
ど
、
親
し
い
人
の
間
で
用
い

ら
れ
た
。
原
文
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
で
は
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は

互
い
を“thou”
と
呼
び
合
い
、
二
人
が
対
等
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
る
が
、
松
岡
曰
く
、
小
田
島
含
む
日
本
の
男
性
翻
訳
者
た
ち
は
、
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
の
台
詞
を
訳
す
際
に
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
「
わ
」
や
「
な
の
」
な

ど
の
語
尾
や
、
丁
寧
語
や
謙
譲
語
を
用
い
て
、
原
文
以
上
に
へ
り
く
だ
た

せ
、「
自
分
の
あ
ら
ま
ほ
し
き
深
窓
の
令
嬢
と
し
て
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像

を
言
葉
に
こ
め
ち
ゃ
っ
た
」
の
で
あ
る
。
特
に
、
松
岡
は
、
小
田
島
が
訳

し
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
台
詞
、「
結
婚
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
る

な
ら
」
の
「
く
だ
さ
る
」
と
い
う
表
現
を
へ
り
く
だ
り
過
ぎ
る
と
批
判
す

る
（
一
〇
七
―
三
〇
）。
ち
な
み
に
、Sakai

が
ま
と
め
た
翻
訳
の
表
に
よ

る
と
、
福
田
恒
存
や
河
合
祥
一
郎
も
、
同
台
詞
を
「
く
だ
さ
る
」
と
訳
し

て
お
り
、
二
人
の
関
係
が
対
等
で
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
（26
）。

　

対
照
的
に
、
小
池
の
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、

対
等
な
関
係
に
あ
る
。
特
に
、
近
年
の
公
演
（
二
〇
二
一
年
の
宝
塚
と
二

〇
二
四
年
の
東
宝
）
で
は
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
以
前
の
公
演
よ
り
強
く

自
立
し
た
女
性
と
し
て
描
か
れ
、
世
相
を
反
映
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

松
岡
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
翻
訳
の
丁
寧
で
へ
り
く
だ
っ
た

言
葉
遣
い
の
た
め
に
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
対
し
、
可
憐
で
儚
い
お
嬢
様
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
人
が
多
い
よ
う
だ
が
、
小
池
が
描
く
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
像
こ
そ
、
原
作
通
り
の
像
な
の
だ
。
小
池
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
ロ
ミ

オ
に
対
し
敬
語
は
使
わ
ず
、
ロ
ミ
オ
と
対
等
に
話
し
、
時
に
ロ
ミ
オ
を
リ

ー
ド
す
る
点
で
、
柴
田
の
上
演
に
お
い
て
小
田
島
訳
に
よ
っ
て
築
か
れ
た

従
順
な
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
と
は
一
線
を
画
す
。

　

二
〇
二
一
年
の
宝
塚
に
よ
る
再
演
で
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
を
演
じ
た
舞
空
瞳

は
、「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
純
粋
無
垢
で
真
っ
直
ぐ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
っ

た
の
で
す
が
、
小
池
先
生
か
ら
、
信
念
を
貫
く
強
さ
や
行
動
力
が
あ
る
人

で
、
い
つ
も
彼
女
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
の
だ
と
言
っ
て
い

た
だ
い
て
」
と
述
べ
る
（「
座
談
会
」
五
三
）。
小
池
と
共
に
演
出
を
担
当

し
た
稲
葉
太
地
も
、
同
様
に
、「
ロ
ミ
オ
に
寄
り
添
う
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
け
れ
ど
、
そ
う
で
は
な
く
、
彼
女
が
行
動
を
起
こ
す
こ

と
に
よ
っ
て
何
か
が
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
ん
で
す
よ

ね
。
昔
な
が
ら
の
作
品
な
ん
だ
け
れ
ど
も
、
今
の
女
性
の
生
き
方
が
投

影
さ
れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
」
と
語
る
（「
座
談
会
」
五
四
）。
同
様
に
、

稲
葉
は
別
の
所
で
も
、「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
役
は
今
回
小
池
先
生
が
よ
り
芯

の
強
い
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
舞
空
の
パ
ッ
シ
ョ
ネ
イ
ト

な
魅
力
も
合
わ
さ
り
一
味
違
っ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
が
生
ま
れ
ま
し
た

ね
」
と
述
べ
る
（「
楽
屋
取
材
」
九
六
）。

　

こ
の
よ
う
な
現
代
的
で
活
発
な
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
は
、
ひ
と
え
に
小
池

の
「
翻
訳
」
と
演
出
に
よ
る
も
の
だ
。
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の

場
の
後
半
部
、
つ
ま
り
、
歌
の
後
に
生
じ
る
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の

や
り
取
り
と
、
霊
廟
の
場
の
楽
曲
「
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
死
」
の
途
中
に
入

る
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
台
詞
が
、
原
作
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
第
一
節
で

指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
台
詞
は
小
池
に
よ
る
「
翻
訳
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
は
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
に
焦
点
を
絞
り
、
小
池
の
「
翻
訳
」
が
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い
か
に
従
来
の
翻
訳
と
比
べ
て
斬
新
で
あ
る
か
を
論
じ
た
い
。
先
程
は
割

愛
し
た
が
、
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
で
は
、
二
人
が
合
唱

し
、
キ
ス
を
し
、
乳
母
の
声
が
奥
で
聞
こ
え
た
後
、
二
人
の
会
話
が
始
ま

る
。
敬
語
を
用
い
な
い
く
だ
け
た
口
調
、
所
謂
「
タ
メ
口
」
に
よ
り
、
二

人
が
対
等
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
現
代

日
本
の
現
実
世
界
で
実
際
耳
に
す
る
よ
う
な
若
い
恋
人
た
ち
の
普
通
の
会

話
で
あ
り
、
小
田
島
訳
の
敬
語
を
用
い
た
よ
そ
よ
そ
し
い
会
話
と
は
異
な

る
。
小
田
島
訳
を
批
判
し
て
い
た
松
岡
の
翻
訳
で
は
、
小
田
島
訳
よ
り
は

女
性
言
葉
や
敬
語
が
省
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

の
間
に
は
ま
だ
距
離
感
が
あ
り
、
現
代
刊
行
さ
れ
て
い
る
い
ず
れ
の
翻
訳

で
も
タ
メ
口
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ら
翻
訳
を
通
し
て
作
ら
れ
た
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
像
も
、
小
池
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
の
よ
う
に
積
極
的
で
強
く

は
な
い
。

　

で
は
、
実
際
に
宝
塚
版
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
の
台
詞
を
見
て
み
よ
う
。
ロ

ミ
オ
が
、「
僕
と
結
婚
し
て
く
れ
」
と
言
う
と
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、「
結

婚
…
…
？　

私
、
パ
リ
ス
伯
爵
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
そ
う
な
の
」
と
答
え
、

ロ
ミ
オ
は
、「
あ
の
気
取
り
屋
の
間
抜
け
に
？
」
と
述
べ
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
が
、「
夜
が
明
け
て
も
あ
な
た
の
気
持
ち
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
教
え
て

ち
ょ
う
だ
い
。
い
つ
、
ど
こ
で
式
を
挙
げ
る
か
を
」
と
請
う
と
、
ロ
ミ
オ

は
、「
あ
あ
、
必
ず
」
と
約
束
す
る
。
ロ
ミ
オ
に
よ
る
結
婚
の
申
し
出
は

仏
版
に
よ
る
が
、
パ
リ
ス
へ
の
言
及
は
小
池
の
創
作
で
あ
る
。
ま
た
、
結

婚
式
に
関
す
る
台
詞
は
、
仏
版
で
は
か
な
り
簡
略
化
さ
れ
て
お
り
、
小

池
は
原
作
に
従
っ
た
よ
う
だ
。
原
作
の
該
当
箇
所
は
、
小
田
島
訳
で
は
、

「
も
し
あ
な
た
の
愛
の
お
気
持
が
ま
こ
と
の
も
の
で
あ
り
、
／
結
婚
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
る
な
ら
、
明
日
／
あ
な
た
の
も
と
へ
人
を
送
り

ま
す
か
ら
ご
返
事
を
、
／
ど
こ
で
、
い
つ
、
式
を
あ
げ
る
か
知
ら
せ
て
く

だ
さ
い
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
田
島
訳
と
小
池
の
訳
を
比
較
し
て
み

る
と
、
い
か
に
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
口
調
が
異
な
る
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

　

東
宝
版
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
場
も
同
じ
流
れ
だ
が
、
二
人
は
宝
塚
版
よ

り
も
さ
ら
に
く
だ
け
た
口
調
で
話
し
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
主
導
権
を
握

る
よ
う
に
見
え
る
。
具
体
的
に
は
、
宝
塚
版
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
「
な
ん
で

す
っ
て
？
」
が
、
東
宝
版
で
は
「
な
ん
て
言
っ
た
の
？
」
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。
宝
塚
版
ロ
ミ
オ
の
「
あ
の
気
取
り
屋
の
間
抜
け
に
？
」
は
、
東
宝

版
で
は
「
あ
の
ヘ
ナ
ヘ
ナ
し
た
ノ
ッ
ポ
と
？
」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

よ
り
重
要
な
こ
と
に
、
東
宝
版
で
は
、
こ
の
台
詞
の
後
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
が
頭
を
抱
え
て
悩
み
出
し
、
し
ば
し
沈
黙
し
た
後
で
、
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
が
「
結
婚
式
」
と
呟
く
。
ロ
ミ
オ
が
、「
結
婚
式
？
」
と
繰
り
返
す

と
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
、「
そ
う
、
式
を
挙
げ
る
の
」
と
述
べ
、
ロ
ミ
オ
が
、

「
あ
あ
」
と
応
え
る
と
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、「
い
い
、
夜
が
明
け
て
も
あ

な
た
の
気
持
ち
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
教
え
て
ち
ょ
う
だ
い
。
い
つ
、
ど
こ

で
式
を
挙
げ
る
の
か
」
と
続
け
る
。
仏
版
に
従
い
、
結
婚
を
申
し
出
た
の

は
ロ
ミ
オ
で
あ
る
が
、（
婚
約
者
が
い
る
も
の
の
）「
結
婚
式
」
を
挙
げ
よ

う
と
提
案
す
る
の
は
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
で
あ
り
、
そ
の
段
取
り
な
ど
も
、
ジ

ュ
リ
エ
ッ
ト
が
ロ
ミ
オ
に
決
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
こ
こ
に
原
作
の
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
に
見
ら
れ
る
積
極
性
や
強
さ
が
示
唆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
細
か

い
こ
と
だ
が
、「
い
い
」
と
い
う
語
は
、
二
〇
二
一
年
の
東
宝
公
演
に
は
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な
く
、
二
〇
一
九
年
の
公
演
に
も
な
く
、
こ
の
二
〇
二
四
年
の
公
演
で
初

め
て
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
。「
い
い
」
は
相
手
の
注
意
を
引
く
た
め
の

呼
び
か
け
で
、
現
代
の
現
実
世
界
で
は
、
年
長
者
が
若
輩
者
を
諭
す
際
に

し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
が
、「
い
い
」
が
あ
る
こ
と
で
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が

ロ
ミ
オ
に
対
し
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
こ
と
が
、
観
客
に
明
確
に
理
解
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、「
い
い
」
が
あ
る
こ
と
で
、
本
公
演
の
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
演
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
よ
り
強
い
女
性
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

他
方
、
二
〇
二
一
年
の
宝
塚
版
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
に
は
「
い
い
」
と
い
う

台
詞
は
な
い
が
、
乳
母
と
の
や
り
取
り
の
中
で
、
彼
女
の
気
の
強
さ
が

コ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
る
。
乳
母
が
「
お
嬢
様
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
ジ
ュ

リ
エ
ッ
ト
は
、「
ば
あ
や
だ
わ
」
と
言
っ
て
、
部
屋
の
ド
ア
を
少
し
開
け

て
「
す
ぐ
行
く
わ
」
と
明
る
く
言
う
。
そ
の
後
、
ロ
ミ
オ
の
結
婚
の
申
し

出
を
聞
き
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
浮
か
れ
て
い
る
と
、
乳
母
が
再
び
「
お
嬢

様
」
と
呼
び
か
け
る
。
水
を
差
さ
れ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
や
や
怒
り
な

が
ら
ド
ア
を
半
分
開
け
、
低
い
声
で
「
す
ぐ
行
く
っ
て
ば
」
と
言
う
。
そ

し
て
、
結
婚
式
の
段
取
り
を
す
る
よ
う
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
ロ
ミ
オ
に
伝
え

た
後
、
乳
母
が
再
び
、「
お
嬢
様
、
一
体
ど
こ
に
お
い
で
で
？
」
と
邪
魔

を
す
る
。
立
腹
し
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
ド
ア
を
乱
暴
に
開
け
、
先
程
よ
り

も
さ
ら
に
低
い
声
で
、「
今
行
く
わ
」
と
応
答
し
、
ド
ア
を
乱
暴
に
閉
め

る
が
、
ロ
ミ
オ
の
前
で
は
再
び
高
い
声
に
戻
る
た
め
、
笑
い
を
誘
う
場
面

と
な
っ
て
い
る
。
初
演
の
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
宝
塚
版

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
、
こ
の
よ
う
に
乱
暴
に
ド
ア
を
開
け
閉
め
し
た
り
、
低

い
声
で
怒
鳴
る
こ
と
は
な
い
。
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
こ
の
よ
う
な
振
る
舞
い

を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
初
演
か
ら
お
よ
そ
一
〇
年
間
の
間
に
、
日

本
の
女
性
が
以
前
よ
り
は
っ
き
り
意
見
を
言
っ
た
り
、
感
情
を
露
わ
に
で

き
る
世
の
中
に
な
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ブ
ロ
グ

な
ど
を
ざ
っ
と
見
た
限
り
で
は
、
舞
空
の
「
一
味
違
っ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

は
、
フ
ァ
ン
の
間
で
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
小
池
の
訳
は
、
従
来
の
訳
よ
り
も
く
だ
け
た
自
然
な
口
調

で
あ
る
た
め
、
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
対
等
な
関
係
や
仲
の
良
さ
が

明
示
さ
れ
、
観
客
の
目
に
は
日
本
の
現
実
社
会
に
実
際
に
い
そ
う
な
カ
ッ

プ
ル
と
し
て
映
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
タ
メ
口
」
と
い
っ
た
言
葉
遣
い
の

み
な
ら
ず
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
が
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ
と
を
考
案
し
た
か

の
よ
う
な
演
技
（
東
宝
版
）
や
「
い
い
」（
東
宝
版
）
と
い
う
言
葉
の
挿
入
、

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
乳
母
に
対
す
る
苛
立
ち
の
演
技
（
宝
塚
版
）
に
よ
っ
て

も
、
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
の
積
極
性
や
意
志
の
強
さ
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

稲
葉
は
、
舞
空
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
は
「
一
味
違
っ
た
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
に

な
っ
た
と
言
う
が
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
強
い
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

像
は
、
原
作
の
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
像
に
回
帰
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　

宝
塚
版
と
東
宝
版
は
全
体
的
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
形
式
と
い
う
形
式
の

違
い
や
台
詞
の
改
変
な
ど
、
原
作
と
異
な
る
部
分
は
多
い
も
の
の
、
原
作

の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
残
し
た
ま
ま
で
あ
る
た
め
、『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ

ト
』
の
翻
案
と
呼
ぶ
に
十
分
値
す
る
作
品
で
あ
る
。『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
』
は
、
戯
曲
の
形
式
や
言
語
や
表
現
が
変
わ
っ
て
も
、
本
質
に
変

わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
小
池
が
宝
塚
版
・
東
宝
版
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ロ
ミ
オ
と

ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
に
お
い
て
取
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
三
つ
の
戦
略
、
即
ち
、

原
作
へ
の
回
帰
、
歌
・
ダ
ン
ス
・
台
詞
の
調
和
、
翻
訳
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

像
の
造
形
に
焦
点
を
当
て
、
小
池
が
日
本
の
観
客
に
受
け
る
た
め
に
い
か

に
仏
版
に
対
し
て
創
意
工
夫
や
ア
レ
ン
ジ
を
施
し
た
か
を
考
察
し
て
き
た
。

　

宝
塚
版
の
先
行
研
究
は
わ
ず
か
に
あ
る
が
、
東
宝
版
に
関
し
て
は
全
く

な
く
、
学
術
界
で
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
宝

塚
版
も
東
宝
版
も
共
に
、
原
作
の
要
素
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
る
た
め
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
翻
案
と
呼
ぶ
に
値
し
、
脇
役
や
プ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
面
で

も
ま
だ
研
究
の
余
地
は
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
作
品
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ

ン
ス
・
日
本
の
三
カ
国
の
文
化
が
関
与
し
て
い
る
た
め
、
比
較
文
学
や
文

化
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
で
あ
り
、
実
り
の
多
い

考
察
が
で
き
そ
う
だ
。
宝
塚
に
よ
る
過
去
の
上
演
作
品
に
は
、
こ
の
他
に

も
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
の
翻
案
は
多
く
あ
る
が
、
先
行
研
究
は
少
な
く
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
受
容
史
で
も
除
外
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
二
〇

二
四
年
末
に
竹
村
の
著
書
が
刊
行
さ
れ
、
大
正
時
代
か
ら
上
演
さ
れ
て
き

た
宝
塚
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
翻
案
は
、
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
た
。
今
後

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
宝
塚
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
翻
案
研
究
が

盛
ん
に
な
り
、
世
界
の
研
究
者
か
ら
も
着
目
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
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ア
ダ
プ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

文
化
理
解
か
ら
の
入
門
』
米
谷
郁
子
編
、
研
究
社
、
二
〇
一
一
年
、
七

一
―
九
六
頁
。

『
ロ
ミ
オ
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
トW
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』、
小
池
修
一
郎
演
出
、

宝
塚
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ア
ー
ツ
、
二
〇
二
四
年
。

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』、
小
池
修
一
郎
演
出
、
宝
塚
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
ア
ー
ツ
、
二
〇
二
一
年
。


